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 限られた時間ですので、要

点だけお話ししたいと思いま

す。先ほど、安田先生が説明し

てきた部分は理系科目が中心

になっています。なぜ語彙力

を開発しようとしたのかとい

うこととも関わりますが、山

形大学の場合、人文社会科学

部と地域教育文化学部と、い

わゆる文系の学部もございま

す。これらの学部では受験科

目が少ないということと、文

系に特化したようなテストが

できないかということのお話

をずっといただいていました。

我々としても、１年次の授業

を使ってそこでプレポストの

比較ができるんじゃないか。

あるいはこちらの方にありま

すように、様々なスキームを

活用して何かできないかと学

内でいろいろ検討してまいり

ました。そして、行き着いた一

つの答えが語彙力テストとい

うものになります。 



これから概要を御説明いた

します。まず、語彙力というの

は通常 Vocabulary ですので、

日本語の場合は基本的な用語

を知っているかどうかという

ことになります。その際、どれ

くらい知っているかという量

の話と、それぞれの用語をどれ

ぐらい理解できているかとい

う質のところがあります。我々

は、これまでの安田先生の説明

を踏まえて、後者、どれくらい

理解できているのかというところを中心に見ていくテストを開発したいということでやっ

ています。開発の基本的な考え方といたしましては、まず高校を卒業して入ってくる学生が、

大学の授業において日常的に用いられている基本的な語彙について、どの程度理解している

かを測定できるようなテストにしたいということ。そして１年間の基盤共通教育を経た後に、

入学時に理解できなかった語彙が、どれくらい理解できているのかという伸びを測定できる

ようなものにするということです。 

  この二つのことを踏まえ、

我々は、ここにありますよう

に、授業で実際に先生方が使

っている用語をシラバスから

抽出しました。シラバスの目

的欄、あるいはキーワード欄

に出てきている用語をテキス

トマイニングし、頻出度の高

いものを中心に選定し、問題

を開発していくという方針を

取りました。ただ、これだけ

ですと、山形大学一般のみの

話になりますので、もう少し広い目で見てみようということで、参考にしたのがこちらのよ

うなデータソースになります。特に、今日の発表に直接連動してまいりますのはここですね。

日本語学術共通用語というのがございまして、東大の松下先生が 2011 年に開発された「語

彙リスト」を参考にさせていただきました。なぜ、ここに注目したかというと、分野別に作



っていただいているからです。 

 人文社会科学系、あるいは

理系といった形で、分野ごと

に応用がきくということもあ

りまして、今回は文系を参照

しております。先ほど、お話し

しましたように、大学、特に１

年生の授業で先生方が使って

いる用語をシラバスから抽出

してきたものと照合し、オリ

ジナルの語彙リストを作りま

した。人文社会科学系の一般

的な著書などで用いられ入る用語、そしてその中から山形大学で特に使っている用語といっ

たものをマッピングしまして、約 250 抽出したという形になります。こうして抽出した用

語を、基盤力テストの一環としてスマホで実施できるよう、設問に当たっても工夫しました。

こちらはサンプル問題ですが、

語彙に対して５つの選択肢を

置いております。例えば、この

「概観を示す」ということにつ

いて、どれが正しいのかという

のを一つ選んでただくという

ような形式にしています。 

以上が語彙力テストの概要

になります。では、再度、安田

先生に戻します                            


